2011年8月14日

大間原発の建設阻止のためのお願い

「あさこはうす」へのハガキ・手紙の投函を
　
愛媛県原爆被害者の会

事務局長　松浦　秀人

要請の趣旨
　下記の宛先にてハガキ・手紙をご投函願いたいこと。投函することに大きい意味があるため、文面は「頑張ってください」とか、「ご奮闘に感謝します」とかシンプルなものでＯＫです。出来れば一回だけでなく、年に数回だととてもありがたいところです。

また友人・知人にも、本書面をお示しするなどしてハガキ等の投函のご勧誘をして下されば、大変ありがたく存じます。突然のお願いですが、宜しくお願い致します。

住所地　　〒039―4601　　青森県下北郡大間町字小奥戸396

　　相手先　　あさこはうす　御中（所有者は小笠原厚子さんですが個人名はなくても可）

要請に至る事情
　8月7日～9日と開催された原水禁長崎大会に参加して下記の事情を初めて知り、みなさまにご協力をお願いする次第です。

マグロで有名な大間町に原発建設中

　電源開発㈱が、大間町に原発（それも世界初のフルＭＯＸ燃料の原発）建設中です。本マグロの水揚げで有名な大間町ですが、計画公表直後の反対運動は、やがて莫大な札束で反対派はねじ伏せられましたが、たった一人で、買収にも脅しにも屈せず原発反対を貫いた老女がいました。彼女は炉心建設予定地近くの土地所有者であったため彼女の土地を有刺鉄線で取り囲み原発建設が始まっています。

土地売却拒否のため当初予定の2011年稼動を阻止

　彼女の確固とした反対姿勢のため原燃は当初計画どおりに建設出来なくなり、炉心建設地を移動した変更申請を国に提出し直すこととなり、建設日程は大幅に遅れて当初予定の2011年3月稼動は不可能となりました。もし老女の反対がなければ、大間原発はいま既に稼動していたのです。

その後、彼女は亡くなり、電源側は残された遺族間での相続をめぐる争いに期待をかけていましたが、遺族（子たち）も全員が原発反対・土地売却反対の立場で一致しました。

　

原発立地のド真ン中のログハウス

　ＴＶ報道によると工事は4割程度進んでいるようですが、福島原発の事故以降は直線距離で30キロ以内の函館市でも原発建設反対運動が一挙に力強くなっていて、建設工事は一時凍結しているもようです。

　老女の死後、北海道に住む娘さんたちがログハウスを建て、毎月数日間はそこで過ごしています。と言うのも、「あさこはうす」と名づけたそのログハウスは、四方を電源開発の土地の有刺鉄線に囲まれ、外界との通路用の一本の道を原燃は提供していますが、時折利用しないとその道路が封鎖される危険性があるためです。

道路封鎖を阻止するために
そこで、娘さんたちが行き来しない日であっても、郵便物を届けるために郵便局員が通過することが道路封鎖を阻止し、ひいては原発建設とその稼動の阻止に通じるため、みなさまに郵便物投函のお願いをする訳です。

なお、上記は原水禁大会の分科会発言からのうろ覚えの知識です。正確な情報を知りたい方はネットにて「あさこはうす」と検索下されば、さまざまな情報が入手可能です。


